
（別紙３）

～ R7年2　月28　日

（対象者数） 17名 （回答者数）

～ R7年2　月22　日

（対象者数） 9名 （回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 外出先での危険個所の確認をおこなう。

2 利用者がより楽しんで取り組めるように工夫しています。

3
ご意見を聞きながら、安心し子育てがおこなえるよう環境を

整えていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
感染症の少ない時期に行う等の工夫を考え行えるよう検討を

していく。

2
研修機会を設けるかについては、保護者のニーズを把握し検

討はしていく。

3
契約時に訓練について今までよりも時間を取り説明をおこな

う。あわせてマニュアルの公表場所を周知していく。

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　レアーレ

○保護者評価実施期間
R7年　2月12　日

○保護者評価有効回答数

R7年2　月12　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年3　月3　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

諸々のマニュアルは策定し訓練の実施もおこなっているが、契

約時に全てのマニュアルの説明はおこなえていない。

全てのマニュアルを作成し、研修や訓練を実施し備えています

が、実施状況の報告が不十分だったこと。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

その他の地域の子どもと活動する機会は持てていないこと。
それぞれの機関の活動時間が異なり時間の調整も難しく感染症

等の課題もある為。

家族の方との面談、相談に応じ必要な助言は行っているが、保

護者の方向けの研修は実施できていないこと。

日々、対応出来る限り相談等はおこなっているが、開催日時や

研修内容についても異なる為満足していただけることは難しい

状況。

経験、体験を通してソーシャルスキルを伸ばしていくこと。 異年齢との交流、ルール・マナーを学ぶ機会を設けている。

年齢や発達段階に応じたプログラムを組んでいる。

個々の状況に応じて自然に入れ込んでいけるよう、タイミング

を見逃さないようにしている。指導員も都度変更できるように

配置しおこなっている。

ご家族に対するサポート
電話やメールで相談があった際には、一緒に方向性が導きだせ

るようにしています。

事業所における自己評価総括表公表


